
 

 

（議決事項１０）                第 ２ 回 経 営 委 員 会  

（議決事項１２）                平成２９年１０月２日 

 

 

 

投資原則及び行動規範の変更について 

 

 

投資原則及び行動規範について、年金積立金管理運用独立行政法人法の改正

(平成２９年１０月１日施行）等に伴い、平成２９年１０月２日から、別紙と

おり変更したい。 

 

 

１．投資原則（別紙１） 

 

２．行動規範（別紙２） 
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年金積立金管理運用独立行政法人の投資原則の一部を次のとおり変更する。 

平成 29年 10月２日変更 

新 旧 

平成27年３月26日 

平成29年10月２日 一部変更 

 

年金積立金管理運用独立行政法人（以下「ＧＰＩＦ」といいます。）の経営委

員会は、ＧＰＩＦの投資原則を定めました。 

本原則を国民の皆様との約束とさせていただき、役職員は、高い職業倫理に基

づき行動してまいります。そして、管理運用体制を強固なものとし、説明責任を

果たしつつ、国民の皆様から更なる信頼を得ていきたいと考えています。 

 

 

投資原則 

 

【１】～【３】 （略） 

 

【４】スチュワードシップ責任を果たすような様々な活動（ＥＳＧ（環境・社

会・ガバナンス）を考慮した取り組みを含む。）を通じて被保険者のため

に中長期的な投資収益の拡大を図る。 

（変更理由） 

○株式投資を対象としていたスチュワードシップ責任に関する活動につい

て、株式投資以外も対象とするための変更。 

○スチュワードシップ責任に関する具体的な取り組みとして、ＥＳＧに関す

る記述を追加するための変更。 

以上 

平成27年３月26日 

 

 

年金積立金管理運用独立行政法人（以下「ＧＰＩＦ」といいます。）の運用委

員会は、ＧＰＩＦの投資原則を定めました。 

本原則を国民の皆様との約束とさせていただき、運用委員及び役職員は、高い

職業倫理に基づき行動してまいります。そして、管理運用体制を強固なものと

し、説明責任を果たしつつ、国民の皆様から更なる信頼を得ていきたいと考えて

います。 

 

投資原則 

 

【１】～【３】 （略） 

 

【４】株式投資においては、スチュワードシップ責任を果たすような様々な活動

を通じて被保険者のために中長期的な投資収益の拡大を図る。 

 

以上 

 

 

別紙１ 
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年金積立金管理運用独立行政法人の行動規範の一部を次のとおり変更する。 

  平成 29年 10月２日変更 

新 旧 

平成27年３月26日 

平成29年10月２日 一部変更 

 

年金積立金管理運用独立行政法人（以下「ＧＰＩＦ」といいます。）の経営委

員会は、GPIFの役職員等が遵守すべき行動規範を定めました。 

私たち役職員等一人ひとりは、日々の業務の原点を「国民の皆様から信頼され

る組織」であることに置き、誠実にこの規範に基づき行動します。 

 

 

行動規範の対象範囲 

 

 ○ この行動規範は、役員、職員及びＧＰＩＦの指揮監督を受けてその業務に

従事している者を対象とします。 

 

 

 

 

行動規範 

 

【１】 （略） 

 

【２】受託者としての責任 

 

○ 私たちは、年金積立金が将来の年金給付の貴重な財源となることを認識

平成27年３月26日 

 

 

年金積立金管理運用独立行政法人（以下「ＧＰＩＦ」といいます。）の運用委

員会は、GPIFの役職員等が遵守すべき行動規範を定めました。 

私たち役職員等一人ひとりは、日々の業務の原点を「国民の皆様から信頼され

る組織」であることに置き、誠実にこの規範に基づき行動します。 

 

 

行動規範の対象範囲 

 

 ○ この行動規範は、次に掲げるＧＰＩＦの役職員等を対象とします。 

 

・ 運用委員会の委員 

・ 役員及び職員その他のＧＰＩＦの指揮監督を受けてその業務に従事して

いる者 

 

行動規範 

 

【１】 （略） 

 

【２】受託者としての責任 

 

○ 私たちは、年金積立金が将来の年金給付の貴重な財源となることを認識

別紙２ 
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新 旧 

し、専ら被保険者の利益のために、慎重な専門家（プルーデント・エキスパ

ート）としての注意を払い、受託者としての責任を果たすことを誓います。 

なお、経営委員会の委員長及び委員は、かかる責任を果たすにあたり、所

属する機関の利益を考慮しません。 

 

【３】～【９】 （略） 

 

行動規範の見直し  

 

○ 行動規範は、経営委員会において定期的に検証します。 

 

 

○ その結果、経営委員会が行動規範を変更する必要があると認めるときは、

経営委員会で議論の上、経営委員会が変更します。 

し、専ら被保険者の利益のために、慎重な専門家（プルーデント・エキスパ

ート）としての注意を払い、受託者としての責任を果たすことを誓います。 

なお、運用委員会の委員は、かかる責任を果たすにあたり、所属する機関

の利益を考慮しません。 

 

【３】～【９】 （略） 

 

行動規範の見直し  

 

○ 行動規範は、運用委員会の下に設置されたガバナンス会議において定期的

に検証します。 

 

○ その結果、ガバナンス会議が行動規範を変更する必要があると認めるとき

は変更案を作成し、運用委員会で議論の上、運用委員会が変更します。 

 

 


